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□ 知識の構造図 市の様子 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ       調べる                        いかす 

 

  

福
岡
市
は
福
岡
県
の
西
に
位
置
し
、
高
い
建
物
が
集
ま
る
場
所
や
島
、
山
な
ど
が
あ

る
。 

① 

福
岡
市
に
は
七
つ
の
区
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
子
が
み
ら
れ
る
。 

② 

福
岡
市
の
土
地
は
、
海
に
面
し
た
北
側
が
低
く
、
南
に
向
か
う
ほ
ど
だ
ん
だ
ん
土
地

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
平
ら
な
土
地
は
、
海
を
囲
う
よ
う
に
東
西
に
広
が
っ
て
い
る
。 

④   

福
岡
市
は
、
海
に
近
い
博
多
区
や
中
央
区
を
中
心
に
大
き
な
建
物
が
集
ま
り
、
そ
の

周
り
に
住
宅
が
広
が
っ
て
い
る
。
市
の
東
側
に
は
工
場
が
多
く
、
西
側
に
は
田
畑
が

広
が
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

⑤ ⑤    

福
岡
市
に
は
、
新
幹
線
、
鉄
道
、
地
下
鉄
、
高
速
道
路
な
ど
の
交
通
網
が
広
が
り
、

人
々
の
移
動
や
物
の
輸
送
に
便
利
で
あ
る
。 

⑥   

わたしたちがくらす福岡市は、交通機関や高い建物が集まる場所や、

住宅や公共施設の多い場所、海の近くの畑の多い場所などがあり、 

にぎやかで自然ゆたかな市である。 

                             ⑨ 

 

 

・
福
岡
市 

・
市
の
形 

・
八
方
位 

・
地
図
帳 

・
市
の
位
置 

位
置 

・
市
の
形 

・
八
方
位 

・
地
図
帳 

・
山 

・
島 

・
川 

・
土
地
の
高
さ 

・
工
場 

・
倉
庫 

・
田
畑 

・
森
林 

・
土
地
の
使
わ
れ
方 

 ・
新
幹
線 

・
地
下
鉄 

・
高
速
道
路 

・
空
港 

・
交
通 

福
岡
市
に
は
、
古
く
か
ら
残
る
神
社
、
寺
院
、
家
屋
な
ど
の
建
造
物
や
城
跡
が
あ
り
、

博
多
区
や
中
央
区
に
多
く
集
ま
っ
て
い
る
。 

⑧ 

 

・
城
跡 

・
神
社 

・
寺
院 

・
い
わ
れ 

 

わ
た
し
た
ち
は
、
福
岡
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
の
違
い
や
特
色
を
く
ら
し
や
観
光
な

ど
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。 

⑩ ⑨  

・
観
光 

・
宣
伝 

・
市
の
と
く
色 

福
岡
市
の
中
心
部
に
は
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
市
民
の
く
ら
し
、
教
育
、

健
康
福
祉
、
観
光
や
産
業
を
支
え
て
い
る
。
災
害
時
の
避
難
場
所
も
指
定
し
て
い
る
。 

⑦  

 

 

・
市
役
所 

・
ひ
な
ん
場
所 

・
公
共
し
せ
つ 
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□ 知識の構造図 農家の仕事 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な  

学習の過程   つかむ         調べる                    

  

 

わ
た
し
た
ち
の
住
む
福
岡
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
や
果
物
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
。 

① 

福
岡
市
で
は
、
た
く
さ
ん
の
い
ち
ご
が
つ
く
ら
れ
て
い
て
特
産
品
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
あ
ま
お
う
と
い
う
種
類
が
有
名
で
あ
る
。 

②
③ 

 

  

③ 

 

農
家
で
は
、
季
節
の
変
化
に
合
わ
せ
た
工
夫
を
し
な
が
ら
、
１
年
間
計
画
的
に
あ
ま

お
う
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

④
⑤ 

 

 

農
家
で
は
、
自
然
条
件
を
生
か
し
て
あ
ま
お
う
を
つ
く
る
ほ
か
、
苗
づ
く
り
や
栽

培
設
備
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
電
照

を
し
た
り
暖
房
を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
冬
で
も
た
く
さ
ん
の
あ
ま
お
う
を
収

穫
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑥
⑦ 

 

あ
ま
お
う
の
収
穫
は
、
朝
早
く
か
ら
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
。
収
穫
さ
れ
た
あ
ま

お
う
は
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
市
や
他
県
や
海
外
に
も
送
ら
れ
て
い
る
。 ⑧ 

 

 

 

あまおう農家では、ビニールハウスなどの設備を使い、季節に合

わせた育て方をするなど、おいしいあまおうをたくさんつくるた

めにさまざまな工夫をしている。また、つくられたあまおうは市

の中央卸売市場から市内外の店に運ばれて販売され、地域の人々

の生活と密接な関わりがある。 

⑨⑩ 

 

・
生
産
額 

・
ぼ
う
グ
ラ
フ 

・
作
物 

・
あ
ま
お
う 

・
農
家 

・
特
産
品 

 

・
日
当
た
り 

・
し
ゅ
う
か
く 

・
な
え 

・
葉
か
ぎ 

・
電
し
ょ
う
せ
つ
び 

・
だ
ん
ぼ
う
せ
つ
び 

・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス 

・
送
り
先 

・
市
場 

・
パ
ッ
ク
づ
め 
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□ 知識の構造図 工場の仕事 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ          調べる         

 

  

 

わ
た
し
た
ち
の
住
む
福
岡
市
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
つ
く
る
工
場
が
あ
り
、
博

多
港
の
近
く
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を
つ
く
る

工
場
が
多
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

① 

福
岡
市
に
あ
る
工
場
で
つ
く
ら
れ
る
明
太
子
は
、70

年
以
上
前
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い

て
、
福
岡
市
の
名
物
に
な
っ
て
い
る
。 

②
③ 

工
場
で
は
、
人
の
手
と
機
械
を
有
効
に
使
っ
て
、
流
れ
作
業
で
明
太
子
を
作
っ
て
い

る
。 

④
⑤  

明
太
子
を
安
全
に
た
く
さ
ん
作
る
た
め
に
、
工
場
で
働
く
人
た
ち
は
、
温
度
管
理
や

衛
生
面
に
気
を
付
け
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
。 

⑥
⑦ 

 

 

工
場
で
作
ら
れ
て
い
る
明
太
子
は
、
県
内
を
中
心
と
し
た
販
売
店
で
売
ら
れ
て
い

る
。
商
品
開
発
を
し
た
り
、
地
域
の
文
化
や
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
紹
介
し
た
り
し

て
、
明
太
子
を
通
し
て
、
福
岡
市
の
よ
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
広
め
よ
う
と
し
て

い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑧ 

 

 

・
博
多
港 

・
工
場 

・
明
太
子 

・
原
料 

・
作
業 

・
き
か
い 

・
安
全 

・
せ
い
け
つ 

・
え
い
せ
い
面 

・
た
く
は
い
び
ん 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

 

明太子工場で働く人々は、明太子をたくさんの人に食べてもらう

ために、衛生面に気を付け、さまざまな工夫をして仕事をしてい

る。また、明太子は県内を中心に販売され、福岡市のお土産とし

て知られているなど、地域の人々の生活と密接な関わりがある。 

⑨⑩ 
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□ 知識の構造図 店ではたらく人 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ        調べる                       いかす 

  

販売の仕事に携わる人々は、お客さんのさまざまな願いをふまえ、

売り上げを高める工夫や努力をしながら仕事をしている。 

⑬⑭ 

地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
お
店
が
あ
る
。 

① 

・
商
店
が
い 

利
用
す
る
理
由
は
店
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
家
の
人
た
ち
が
よ
く
利
用
す
る
の
は
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。 

② 

 

・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
並
ぶ
多
く
の
品
物
は
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
も
含
め

た
、
他
地
域
と
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。 

⑦
⑧ 

・
産
地 

・
国
旗 

地
域
に
み
ら
れ
る
生
産
の
仕
事
や
販
売
の
仕
事
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
身
近
な

と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

❶ 

・
生
活
と
の
つ
な
が
り 

・
か
ん
ば
ん 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
た
く
さ
ん
の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
仕
事
を
し
て
い
る
。 

⑤
⑥ 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
働
く
人
々
は
、
商
品
の
注
文
や
陳
列
を
し
た
り
、
商
品
を

加
工
・
包
装
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
、
お
客
さ
ん
が
た

く
さ
ん
来
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨
⑩ 

・
品
し
つ 

・
注
文 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
働
く
人
々
は
、
お
客
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
工
夫
が
店
の
売
り
上
げ
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑪
⑫ 

・
産
地 

・
国
旗 
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□ 知識の構造図 火事からくらしを守る 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                   

 

  

火
事
が
起
き
る
と
、
消
防
士
が
現
場
に
到
着
し
て
消
火
活
動
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
協
力
し
て
消
火
や
救
助
の
活
動
を
し
て
い
る
。 

① 

消
防
署
の
人
た
ち
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
火
事
が
起
き
た
と
き
に
迅
速

に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
火
事
に
対
応
す
る
た
め
の
訓
練
な
ど
を
行
い
、

緊
急
時
に
備
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

火
事
が
起
き
た
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
が
、
通
信
指
令
室
を
中
心
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
相
互
に
連
携
し
て
迅
速
に
対
処
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。 

④  

ま
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
消
防
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
火
事
な
ど
の
災
害
が
起
き

た
と
き
の
た
め
に
、
避
難
場
所
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

⑤ 

 

消
防
団
は
、
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
消
防
署
と
協
力
し
な
が
ら
火
事
に
備
え
て
訓

練
し
た
り
、
防
火
を
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
る
。 

⑥  

 

火事から地域の人々の安全を守るために、消防署などの関係機関は

相互に連携して、緊急時に対処する体制をとったり地域の人々と協

力したりしながら火事の防止に努めている。        ⑦⑧ 

・
消
防
士 

・
消
防
自
動
車 

・
協
力 

・
消
火
活
動 

・
防
火
服 

・
訓
練
・
点
検 

・119

番 

・
通
信
指
令
室 

・
救
急
車 

・
け
い
さ
つ
し
ょ 

・
消
防
の
し
せ
つ 

・
防
火
水
そ
う 

・
消
火
せ
ん 

・
ひ
な
ん
場
所 

・
国
の
き
ま
り 

・
消
防
団 

・
消
火
く
ん
れ
ん 
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□ 知識の構造図 事故や事件からくらしを守る 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程    つかむ     調べる                    いかす 

 

  

身
近
な
地
域
に
は
、
事
故
や
事
件
の
起
こ
り
そ
う
な
危
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

① 

事
故
が
起
き
た
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
が
、
通
信
指
令
室
を
中
心
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
相
互
に
連
携
し
て
迅
速
に
対
処
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。 

② 

警
察
官
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
地
域
社
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
て
い
る
。 

③  

こ
ど
も1

1
0

番
の
家
の
設
置
な
ど
、
関
係
機
関
が
地
域
の
人
々
と
協
力
し
て
、
地
域
の

安
全
を
守
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
人
々
は
、
警
察
やPTA

、
市
役
所
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。 

 
 

 
 
 
 

 

④ 
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
社
会
の
安
全
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
や
日
頃
か
ら
心
が
け
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

❶ 

事故や事件から地域の人々の安全を守るために、警察署などの

関係機関は相互に連携して、緊急時に対処する体制をとったり

地域の人々と協力したりしながら事故などの防止に努めてい

る。                       ⑤⑥ 

・
事
故 

・
事
件 

・
協
力 

・
通
報 

・110

番 

・
通
信
指
令
室 

・
け
い
さ
つ 

・
交
番 

・
法
や
き
ま
り 

・
こ
ど
も110

番 

・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

・
安
全
マ
ッ
プ 

・
防
犯
教
室 

・
防
災
訓
練 
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□ 知識の構造図 市の様子と人々のくらしのうつりかわり 

 

 

中心概念                                                                  まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ       調べる                        いかす 

 

戦
争
で
空
襲
の
被
害
を
受
け
た
明
石
の
ま
ち
は
、70
年
前
か
ら
今
ま
で
、
い
ろ
い

ろ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。 

① 

明
石
市
の
昔
と
今
で
は
、
土
地
の
使
わ
れ
方
や
交
通
な
ど
の
様
子
が
変
わ
っ
て
き

た
。 

② 

明
石
市
の
人
口
は
、
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
市
町
村
の
合
併
な
ど
の
土
地
の
広
が
り

に
合
わ
せ
て
増
え
て
お
り
、
最
近
で
は
特
に
、
お
年
寄
り
や
外
国
の
人
の
数
が
増
加

し
て
き
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 
 

 

③ 

 

明
石
市
の
主
な
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
交
通
網
は
、
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
計
画
的
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
人
々
の
生
活
も
変
わ
っ
て
き
た
。 

④ 

 

明
石
市
の
土
地
利
用
の
様
子
は
、
昔
は
田
や
畑
が
多
か
っ
た
が
、
埋
め
立
て
地
や
団

地
が
で
き
る
な
ど
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。 

⑤ 

 

⑤  

 

 

市や人々の生活の様子は、交通網の整備や公共施設の建設、土地

利用や人口の変化、生活で使う道具の改良など、時間の経過に伴

い移り変わってきている。 

                    ⑨⑩ 

 

・
時
期
の
区
分 

・
戦
争 

・
空
襲 

 ・
年
表 

・
土
地
の
高
さ 

・
土
地
の
使
わ
れ
方 

・  ・
人
口 

・
大
正
、
昭
和
、
平
成 

・
外
国
の
人 

・  ・
明
治 

・
市
営
バ
ス 

・
鉄
道 

・
新
幹
線 

・
国
道 

・
高
速
道
路 

 ・
た
め
池
・
人
工
の
島 

・
埋
め
立
て 

・
団
地 

・  

昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
く
ら
し
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
願
い
に
よ
っ

て
道
具
は
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
て
使
わ
れ
て
き
て
お
り
、
人
々
の
生
活
も
変
わ
っ

て
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦
⑧ 

・
道
具 

・
博
物
館 

明
石
市
の
人
々
は
、
市
の
発
展
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
わ

た
し
た
ち
も
市
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

⑪ 

・
天
文
科
学
館 

・
市
の
広
報
誌 

明
石
市
の
学
校
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
人
々
の
く
ら
し
に
役
立
つ
た
め
に

昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
計
画
的
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
税
金
を
使
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑥ 

  

 

・
移
動
図
書
館 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー 

・
税
金 

 


